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　図5　2001年から2005年における
　　　　3月，4月及び5月の降水量
蹴
爪
考えられた．推定曝露時期である当年3月から5月上旬に
かけて，遠距離からの塵埃の飛散を考慮し毎秒5m以上
の風が発生した割合を表4に，当年3月から5月における
降水量及び参考値として2001年から2004年の同月におけ
る降水量を図5に示した．なお，風向き及び風速について
は居住地から南方約10kmに位置し類似した地形上にあ
る測候所の数値を，降水量については居住地区におけるア
メダスの数値を参考にした．風向きについては，南もしく
は西よりの風が多い傾向にあることが認められた．また，
降水量については，2005年はほぼ例年通りであり，発生
の危険性が増すと考えられる乾燥状況は認められなかった．
　畜産農家は，患者の住居を中心に半径約5kmの範囲に
おいて11戸が確認された（図2）．内訳は肉用牛の肥育5
戸，肉用牛と綿羊の肥育1戸，乳牛の肥育2戸，重種馬の
肥育1戸及びポニーの肥育2戸であった．これら畜産農家
のうち8戸は，住居の南から西の方角にかけて立地してお
り風上であった．他の3戸は，北から東の方角にかけて立
地していた．所管の家畜保健衛生所及び農業共済組合への
聞き取り調査において，当年3月から5月にかけて，畜産
農家の家畜に健康状態の異常は認められなかった．また，
肉用牛及び乳牛を肥育する6戸において出産が報告されて
いたが，いずれも正常分娩であり，特にコクシエラ症が疑
われる異常分娩の発生や家畜伝染病予防法による届出はな
かった．また，排泄物，後産なども適切に処理されていた．
酪農が盛んな欧米諸国では，家畜におけるコクシエラ症の
蔓延が近隣住民におけるQ熱の集団発生の原因となった事
例が数多く報告されている2β）．しかしながら，本症例発
生の前にそのような状況は認められず，家畜と本症例との
因果関係は不明であった．
　患者居住地の近隣地区には，マガン，オナガガモ，コハ
クチョウなどの渡り鳥が多く飛来する湖沼が点在している．
そこで，当該地域における野鳥の飛来及び健康状況を所管
支庁に問い合わせたところ，異常は確認されていなかった．
一方，住居付近で目撃された野鳥は落ちもみを餌としてい
るコハクチョウであることが推察された．国内の鳥類にお
けるQ熱抗体価調査では複数の種において抗体の存在が認
められており，保菌動物となる可能性が示されている13）．
今回の調査では，野鳥の検体は採取しておらず，コハク
チョウなどの渡り鳥と本症例との関係を明らかにすること
はできなかった．
　わが国では，年間複数例のQ熱の発生が報告されるが，
感染源及び感染経路が究明された例は極めて少ない14）．国
内における大規模な血清学的調査では，ヒトをはじめ様々
な動物種における抗体保有率が明らかにされており，原因
菌が広く存在する可能性が示唆されている15・16）．今回の
我々の調査においても1検体のドブネズミから低力価なが
ら抗体が検出され，当該地域における野鼠の原因菌への曝
露を示唆する結果が得られた．患者及びドブネズミにおい
てC．伽7％θ魏遺伝子は検出されなかったことから，これ
らの感染が同一株由来によるものか否かは明らかにできな
かったが，感染の危険性が皆無ではないことを示しており
興味深い．
　今回の疫学調査では，対象とした患者の感染源及び感染
経路の特定には至らなかった．本症例の発生以後，当該地
域において新たなQ熱の発生は認められていない．近年国
内では，Q熱は年間数例の散発発生が報告されるにとど
まっており集団感染は報告されていない．しかし，このこ
とは，将来にわたり集団感染が発生しないことを予見する
ものではない．Q熱の原因菌σろ躍％θ溺は広い宿主域を
一40一
持ち，集団感染を発生させうる性質も併せ持つ．従って，
Q熱症例が報告された場合には，集団感染の可能性もある
ため常に発生状況の把握に務め，その後の対応に備えるこ
とがQ熱の蔓延を阻止する上で重要なことと考えられた．
要 約
　2005年5月，北海道において急性Q熱の患者が発生し，
居住地での感染が疑われた．発生原因を明らかにするため，
本人からの聞き取り調査を行い，発生地周辺の状況を調査
した．すなわち，患者の住居周辺における野生動物，ダニ
などの媒介動物の生息状況，気象状況，家畜飼育状況及び
その健康状態，野鳥の飛来状況について確認した．また，
病原体検査として，飼いイヌ及び患者の住居周辺で捕獲し
た野鼠42匹の血清についてIFAによる抗α伽γ％6擁II
相菌IgG抗体価の測定及びαろ％7％6読の60解1遺伝子を
標的としたNested　PCRによる遺伝子検査を行った．加
えて，野鼠に付着していたマダニ66匹，住居周囲の塵埃
もしくは堆肥27検体について同様の遺伝子検査を行った．
検査の結果，IFAでは野鼠1匹が32倍を示し陽性であう
たが，そのほかの検体は陰性（16倍未満）であった．加
えて，遺伝子検査ではすべての検体においてαδ躍彫漉
遺伝子は検出されなかった．また，当時の近隣市町村にお
いて急性Q熱の報告は当該患者以外に認められず，本件は
散発事例であると判断された．今回の疫学調査では，当該
患者発生における感染源及び感染経路の特定には至らな
かった．
　本稿を終えるにあたり，C．伽7”θ漉Nine　Mile株II相
菌を分与いただきました北里研究所生物製剤研究所の小宮
智義博士及び天使大学看護栄養学部の平井克哉教授，疫学
調査にあたり貴重な助言をいただきました酪農学園大学獣
医学部の上野弘志准教授，国立感染症研究所ウイルス第一
部の安藤秀二博士ならびに岸本寿男博士に深謝いたします．
さらに，検体採取等に御協力いただきました北海道保健福
祉部疾病対策課及び所管保健所の関係者各位に深謝いたし
ます．
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